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2 318 3.1.14. ー 申告情報の電⼦データ（パンチ
データやOCRデータ）の取り込みが
できること。
取り込んだ申告情報を、現年度の
償却資産課税台帳に⼀括で反映
できること。反映に際して前年度の
償却資産課税台帳との差分が表
⽰され、確認できること。

④︓現⾏事務処
理・現⾏機能の踏
襲

過年度分及び現年度分（随時更正分）につ
いて申告情報の電⼦データ（パンチデータ等）
の取り込み機能を実装できるようにしていただき
たいです。
※「現年度分（当初賦課処理分）」は「申告
情報の電⼦データ（パンチデータやOCRデー
タ）を⼤量処理する際に、バッチ処理等で固定
資産税システムに取り込む運⽤を⾏っているた
め、実装すべき機能としている。」とされてます
が、上記機能については明記されていません。
　⾃治体の規模によっては過年度分・現年度
分（当初賦課処理後の随時更正分）につい
ても⼤量処理することがあることから、実装して
もしなくても良い機能として、上記の機能を追
加していただく必要があります。

　千葉市では、催告はがき発送による
現年度分（当初賦課処理後の随時
更正分）や調査や申告もれ等による
遡及課税による過年度分のパンチデー
タの取り込み件数が多いため、現年度
分（当初賦課処理）のほか、過年度
分・現年度分（当初賦課処理後の
随時更正）についても申告情報等パ
ンチデータの取り込みを⾏っています。
　⾃治体の規模によって運⽤が異なる
ことが想定されるため、実装してもしなく
ても良い機能として「過年度分・現年
度（当初賦課処理後の随時更正
分）についても、申告情報の電⼦デー
タ（パンチデータやOCRデータ）の取り
込みができる」ようにしていただきたいで
す。

申告情報の電⼦データ
（パンチデータやOCR
データ）の取り込みがで
きること。取り込んだ申告
情報を、現年度の償却
資産課税台帳に⼀括で
反映できること。反映に
際して前年度の償却資
産課税台帳との差分が
表⽰され、確認できるこ
と。

過年度分・現年度（当
初賦課処理後の随時更
正分）についても、申告
情報の電⼦データ（パン
チデータやOCRデータ）
の取り込みができ、取り
込んだ申告情報を、現
年度の償却資産課税台
帳に⼀括で反映できるこ
と。

標準オプション機能 償却 有り 報告 指定都市会から、現年度（賦課処理後）・過年度の課税台帳に⼀括で反映する機能が必要とのご意
⾒を受けたため、
3.1.14.枝番2 オプション機能として以下を追加します。
「取り込んだ申告情報を、現年度（賦課処理後）・過年度の償却資産課税台帳に⼀括で反映できるこ
と。反映に際して、反映前の償却資産課税台帳との差分が表⽰され、確認できること。」

67 追-1-3 ・発送物名称（償却資産申告書
及び種類別明細書・増減確認は
がき・プレ申告データ・種類別明細
書（閲覧⽤）の別）

3.1.12申告書発送情報管理（機能
ID0120159）において、帳票レイアウト項番
28,29も管理できるよう追加する。

項番28,29で送付した際にどのような
状態（申告書を送付したのか、ハガキ
や申告案内を送付したのか）明確に
発送区分を保持したいため。

償却資産申告案
内、償却資産申告
案内（はがき）

標準オプション機能 償却 有り 報告 指定都市会から償却資産に係る申告書等の発送情報として、以下の2帳票も管理したいとのご意⾒を受
けたため、オプション機能として追加します。

3.1.12.枝番3として新規追加（オプション機能）
「申告書等の発送情報における発送物名称として、償却申告案内（汎⽤紙）、償却申告案内（はが
き）の別も管理できること。」

構成員への提⽰
有無

構成員向け
質問・報告区分

構成員向け
報告・質問内容

構成員向け回答欄
業務区分（⼟地家屋・
償却・3資産）

協議案_
管理番号 連番 項番 枝番 運⽤想定修正前 分類（選択肢から

選択） 詳細

意⾒の根拠
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